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南海・駿河トラフは，ユーラシアプレートの下にフィ
リピン海プレートが沈み込む場所である．古地震研究に
より，同トラフの海溝型地震の震源域はA〜EとZの領

域に分けられ，巨大地震の発生間隔は100〜200年とさ
れている（内閣府,�2013）（図1）．本論で紹介する静岡県
御前崎はDとE領域の境界にある（図1a）．
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図１．南海・駿河トラフの歴史地震と隆起貝層の産地の位置図．a�南海・駿河トラフの震源域の分布（Kitamura�et al.,�2018）．b�御前崎の地
形図（地理院地図から作成）．c�御前崎の空中写真（地理院地図）．d�隆起貝層の産出場所のドローン映像（著者の一人である池田が撮影）．
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図2．隆起貝層の産出場所．a�全景（白い点線と，矢印の方向は図1dと同一の箇所を示す）．b�近影．赤矢印が穿孔性二枚貝Penitella gabbii

図3．採取した穿孔性二枚貝Penitella gabbii
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今村明恒は，1943年に，御前崎で平均海面上0.5�mと
1.6�mの位置から穿孔貝が岩石に穿った孔の列を見つけ，
前者は安政地震直前の汀線を，後者は宝永地震直前の汀
線を示すとした（今村,�1943）．しかし，場所の詳述が
ないため確認のしようがなかった．著者の一人の北村は
2017年に穿孔性二枚貝Penitella gabbii（オニカモメガイ）
の体化石を波食台（標高1.05‒1.35�m，約100�m2）の泥岩
から発見した（Kitamura�et al.,�2018）（図1‒3）．個体数
は85に及び，その中の10個体から得た14C年代値と御前
崎の堆積性海成段丘の形成年代（Fujiwara�et al.,�2010）
に基づき，Kitamura�et al.（2018）は，二枚貝化石の示
す隆起現象は1361年の正平（康安）‐東海地震によると
推定した（図1）．

貝化石の産出場所へは，御前崎市営駐車場から徒歩数
分なので，御前崎にお越しの際はご覧いただきたい．な
お，化石採取を行う場合には，御前崎市の関連ホームペー
ジ（御前崎遠州灘県立自然公園について）を必ずご覧い
ただきたい．
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